
送信先： report@r-ict-advisor.jp 派遣決定番号 270L

報告日 令和7年1月7日

報告回次 1日目

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 楠田　大蔵

担当者部署(属性) その他 担当者部署名 観光推進課 連絡先電話番号 092-921-2121

担当者役職 主任主事 担当者氏名 長井　琢哉 連絡先E-mail 　

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail 　

１－３．支援を求める内容

支援方法 具体的課題への支援 事業名

概要

支援を求める

分野

２．地域情報化アドバイザー派遣実績

２－１． 期日・支援内容の変更あり 受付番号 変更後の派遣日 変更後に実施した支援内容 実地/オンライン

対応日・時間 有 270L 令和7年1月7日 支援・助言 オンライン

派遣日予定日（申請書より） 支援内容（申請書より） 開始時刻

令和7年1月15日 支援・助言 15時00分 16時00分

活動時間（分） 60

３．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

４．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

４－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】 合計人数 3人

属性 自治体職員 住民 企業・団体 その他(学生など）

人数 3

４－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

令和６年度　地域情報化アドバイザー制度活用報告書

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

太宰府市

818-0198　福岡県太宰府市観世音寺１－１－１

オーバーツーリズム対策事業

本市ではオーバーツーリズム、中でも特に交通渋滞が課題。これまでに主要道路のライブカメラ映像や主要駐車場の満空情報
の配信等を行ってきたところであるが、改善が見られない状況。デジタル技術等を活用した対策手法について助言を頂きた
い。
ＡＩ活用 観光

中尾　彰宏

大変よい

上記評価の理由
（どのようなと
ころがよかった
か等詳細に）

本市の抱える課題にご理解いただいたうえで、今後の進め方など的確にアドバイスを頂けました。
次回は現状分析などに関して具体的な手法等についてご教示いただくこととなりました。

アドバイザー
への要望事項

特になし

渋滞対策の具体的な手法について、課内でも様々検討してきましたが、コスト面も含めてどの手法が
地域にとって最適なものなのか、中立的な目線でアドバイスを頂ける方がおらず、事業内容の検討に
苦慮していた。

具体的な対策手法を検討するために渋滞に関する現状把握や分析を行い、渋滞状況の可視化を図って
いく必要がある。本支援においては実証事業の実施に向けて課題の洗い出しや、整理を行う。



アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

４－４．事業の最終的な目指す姿

５.報告書に関しての地域情報化アドバイザーホームページ「派遣事例」への掲載許可

掲載許可

なお＜その他＞を選択した場合、具体的な記入が必要となりますのでご注意下さい

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。

渋滞対策を行っていくにあたっては、まず現状の把握と分析を行うことが必要。コスト面も併せて検
討する必要があるが、国の補助事業を活用を検討すること。
また、本格実装前に実証実験を行い、事業の効果測定を行うべき。

まずは渋滞状況の可視化や分析に関する実証事業の実施に向けてアドバイザーの支援を頂きながら進
めていきたい。

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

デジタル技術による解決手法の導入により、慢性化している観光地周辺での渋滞緩和を実現してい
く。

https://www.r-ict-advisor.jp/cases-case-
good_practices/past_year_all_houkoku/○掲載可

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

４－３．今後の計画 最も当てはまるものリストより選択下さい ③現段階では課題・問題が残っているため未定

市内観光地周辺における渋滞の現状把握及び分析に関する実証実験を行い、具体的な対策の検討を進
めていく。


